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11
月
23
日（
火
・
祝
）か
ら
26
日（
金
）ま
で
の
間
、王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て「
令

和
３
年
度
連
隊
戦
闘
射
撃
」を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
防
御
に
お
け
る
火
力
戦
闘
を
想
定
し
特
科
・
迫
撃
砲
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
小

火
器
等
の
各
種
火
器
に
よ
る
諸
職
種
協
同
の
総
合
戦
闘
射
撃
を
実
施
す
る
た
め
、
事

前
訓
練
と
し
て
２
日
間
、
中
間
夜
間
に
わ
た
り
各
種
火
器
・
火
砲
の
射
撃
練
成
を
実

施
し
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

26
日
、
早
朝
か
ら
雨
が
降
り
し
き
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
諸
職
種
協
同
の
総
合
戦

闘
射
撃
が
実
施
さ
れ
、
各
中
隊
は
戦
況
に
応
じ
付
与
さ
れ
た
状
況
に
基
づ
き
、
第
一

線
部
隊
、
特
科
部
隊
、
砲
迫
部
隊
が
連
携
し
、
迅
速
か
つ
正
確
な
射
撃
要
求
及
び
射

撃
を
行
っ
た
。

小
銃
小
隊
は
装
備
火
器
の
特
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
不
規
則
に
現
出
す
る

ホ
ッ
プ
ア
ッ
プ
的
に
対
し
小
銃
、
機
関
銃
、
狙
撃
及
び
対
戦
車
火
器
の
高
い
射
撃
技

術
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
81
Ｍ
迫
撃
砲
小
隊
は
援
護
射
撃
等
で
小
銃
小

隊
を
火
力
支
援
し
た
。

部
隊
は
、
各
級
指
揮
官
の
冷
静
沈
着
な
射
撃
指
揮
の
下
、
上
下
・
左
右
相
互
に
信

頼
・
連
携
し
な
が
ら
射
撃
を
行
い
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
、
各
種
火
器
・
火

砲
の
連
携
し
た
射
撃
要
領
に
つ
い
て
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

12
月
21
日（
火
）、
神

町
駐
屯
地
講
堂
に
お
い

て「
臨
時
連
隊
昼
礼
」を

実
施
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
年

末
行
事
を
催
し
、
餅
つ

き
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
各
中

隊
人
数
制
限
を
設
け
臨

時
連
隊
昼
礼
を
行
っ

た
。　昼

礼
で
は
今
年
１
年

を
総
括
し
て
各
中
隊
長

か
ら
所
見
が
発
表
さ
れ

る
と
と
も
に
、
連
隊
長

に
よ
る
だ
る
ま
の
目
入
れ
が
行
わ
れ

た
。
連
隊
長
は
訓
示
に
お
い
て「
今
年

１
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
連
隊
訓
練

検
閲
、
03
陸
演
、
各
種
教
育
訓
練
等
、

本
当
に
お
疲
れ
様
。
こ
の
長
期
休
暇

で
は
家
族
孝
行
、
自
分
の
趣
味
の
時

間
な
ど
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

様
に
計
画
を
立
て
過
ご
し
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
来
年
に
向
け
し
っ
か
り

と
準
備
を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。」と

述
べ
た
。

連
隊
は
、
令
和
４
年
に
向
け
物
心

両
面
の
態
勢
を
万
全
に
整
え
る
と
と

も
に
、
更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

12
月
16
日（
木
）、

連
隊
長
室
に
お
い

て
、
１
月
13
日（
木
）

か
ら
16
日（
日
）ま

で
の
間
、
ア
リ
オ
ン

テ
ッ
ク
蔵
王
シ
ャ
ン

ツ
ェ
（
山
形
市
蔵
王

ジ
ャ
ン
プ
台
）で
開

催
さ
れ
る
「
令
和
３

年
度
山
形
県
総
合
ス

キ
ー
大
会
ジ
ャ
ン
プ

競
技
」に
お
け
る
第

20
普
通
科
連
隊
の
協

力
に
関
す
る
協
定
書

の
調
印
式
を
実
施
し
た
。

当
日
は
山
形
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長　

冨
田
政
利
様
、
理
事　

斎

藤
智
昭
様
、
ジ
ャ
ン
プ
部
副
部
長　

熊
谷
隆
史
様
が
来
隊
さ
れ
、

第
20
普
通
科
連
隊
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

連
隊
は
今
大
会
に
お
い
て
、
本
部
管
理
中
隊
及
び
第
３
中
隊
の

人
員
10
名
を
も
っ
て
飛
距
離
判
定
、競
技
会
場
及
び
コ
ー
ス
整
備
・

維
持
、
気
象
計
測
、
斜
面
整
備
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

「「令和3年度 令和3年度 山形県総合スキー大会山形県総合スキー大会
ジャンプ競技調印式」ジャンプ競技調印式」

「
臨
時
連
隊
昼
礼
」を
実
施

「
臨
時
連
隊
昼
礼
」を
実
施

１年の締め括り

諸職種協同の射撃連携要領を確
認

諸職種協同の射撃連携要領を確
認

個人携帯対戦車弾射撃
個人携帯対戦車弾射撃

120Ｍ迫撃砲射撃120Ｍ迫撃砲射撃

連隊長による、だるまの目入れ連隊長による、だるまの目入れ

連隊長訓示連隊長訓示

調印式調印式

「「令和３年度 令和３年度 連隊戦闘射撃」を実施連隊戦闘射撃」を実施

小火器小火器
射撃射撃

81Ｍ81Ｍ
迫撃砲迫撃砲
射撃射撃



１
月
16
日（
日
）、
ア
リ
オ
ン
テ
ッ

ク
蔵
王
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
山
形
市
蔵
王

ジ
ャ
ン
プ
台
）で
開
催
さ
れ
た
「
令

和
３
年
度
山
形
県
総
合
ス
キ
ー
大
会

ジ
ャ
ン
プ
競
技
」に
協
力
し
た
。

本
協
力
に
は
、
協
力
隊
長（
第
３

中
隊

：

池
田
曹
長
）以
下
10
名
が
参

加
し
、
飛
距
離
判
定
、
競
技
会
場
及

び
コ
ー
ス
整
備
・
維
持
、
気
象
計
測
、

斜
面
整
備
に
つ
い
て
担
任
し
た
。

協
力
隊
は
13
日（
木
）に
現
地
入

り
し
、
準
備
期
間
か
ら
大
会
当
日
ま

で
終
始
を
通
じ
、
大
会
役
員
と
綿
密

な
調
整
を
実
施
し
、
氷
点
下
を
下
回

る
厳
し
い
気
温
や
風
雪
な
ど
、
急
変

す
る
山
の
天
候
に
屈
す
る
こ
と
な
く

献
身
的
な
協
力
を
行
い
、
準
備
を
完

成
さ
せ
た
。

特
に
急
斜
面
で
の
作
業
を
行
う

際
、
互
い
に
注
意
喚
起
し
な
が
ら
、

安
全
管
理
に
留
意
し
つ
つ
、
確
実
に

作
業
を
進
め
て
い
た
。

16
日（
日
）、
大
会
は
成
功
裏
に

終
了
し
た
。

第
３
師
団
長
、
防
衛
大
学
校
副
校
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
令
和
３
年
10
月
に
第
41
代
東
北
方

面
総
監
に
着
任
し
た
梶
原
直
樹（
か
じ
わ
ら
な

お
き
）陸
将
に
よ
る
神
町
駐
屯
地
初
度
視
察
が

12
月
13
日（
月
）に
行
わ
れ
、
連
隊
は
儀
じ
ょ

う
を
実
施
し
た
。

儀
じ
ょ
う
隊
長　

第
２
中
隊　

木
村
良
太
３

尉
以
下
、
各
中
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
26
名
の
隊

員
は
一
糸
乱
れ
ぬ
厳
正
な
儀
じ
ょ
う
を
実
施

し
、
梶
原
総
監
に
対
し
て
、
第
６
師
団
旗
本
連

隊
と
し
て
の
威
容
を
示
し
た
。

11
月
20
日（
土
）、
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
が
実

施
す
る「
神
町
駐
屯
地
見
学
会
」に
協
力
し
た
。

連
隊
か
ら
は
広
報
室
３
名
、
本
部
管
理
中
隊
２
名
、
第
３
中
隊
１
名
の
計
６

名
が
参
加
し
、
装
備
品
展
示（
中
距
離
多
目
的
誘
導
弾
・
オ
ー
ト
バ
イ
）を
行
っ

た
ほ
か
、
リ
ク
ル
ー
タ
と
し
て
８
名
が
協
力
し
た
。

見
学
会
に
は
採
用
試
験
合
格
者
及
び
希
望
者
47
名
が
参
加
し
、
当
初
、
食
堂

に
お
い
て
全
般
説
明
、
リ
ク
ル
ー
タ
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
た
後
、
４
コ
グ
ル
ー

プ
に
区
分
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ（
第
20
普
通
科
連
隊
、
第
６
後
方
支
援
連
隊
、
第
６
施

設
大
隊
、
第
６
通
信
大
隊
、
第
６
特
殊
武
器
防
護
隊
）の
ブ
ー
ス
で
職
種
説
明
を

受
け
、
装
備
品
を
見
学
し
た
。

職
種
説
明
で
は
広
報
室
長（
五
十
嵐
曹
長
）が
「
普
通
科
」の
任
務
、
20
連
隊
の

活
動
に
つ
い
て
写
真
パ
ネ
ル
や
広
報
紙
「
霞
城
」を
用
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
ま

た
装
備
品
展
示
に
お
い
て
は
、
初
め
て
見
る
自
衛
隊
の
装
備
に
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
、
リ
ク
ル
ー
タ
の
隊
員
と
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
参
加
者
が
見
受
け
ら
れ
た
。

見
学
を
終
え
た
参
加
者
は
「
装
備
品
が
見
れ
て
楽
し
か
っ
た
」「
普
通
科
に
つ
い

て
知
れ
て
良
か
っ
た
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。

12
月
８
日（
水
）、
山
形

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
株
式

会
社
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
ラ

ジ
オ
モ
ン
ス
タ
ー
」の「
自

衛
隊
百
科
」コ
ー
ナ
ー
の

収
録
が
行
わ
れ
、
第
１
中

隊
齋
藤
１
士
、
第
３
中
隊

海
老
名
２
士
が
参
加
し

た（
放
送
日
は
12
月
10
日

（
金
））。

齋
藤
１
士
は
今
年
３
月

に
女
性
自
衛
官
教
育
隊

（
朝
霞
）に
入
隊
、
海
老
名
２
士
は
１
１
９
教
育
大
隊（
多

賀
城
）に
入
隊
し
前
期
教
育
を
終
え
、
第
20
普
通
科
連
隊
の

後
期
教
育
に
参
加
、
２
人
は
現
在
ま
で
の
自
衛
隊
生
活
に

つ
い
て
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
齋
藤
１
士
は
「
大
石
田
町
と
尾
花
沢
市
の

豪
雨
災
害
の
際
、
災
害
派
遣
で
活
躍
す
る
女
性
自
衛
官
を

見
て
、
私
も
強
く
憧
れ
を
持
ち
入
隊
を
志
し
ま
し
た
。」と

入
隊
動
機
を
紹
介
し
、
海
老
名
２
士
は
「
師
団
訓
練
検
閲
は
厳
し
い
状
況
下
で

の
任
務
で
し
た
が
部
隊
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
任
務
遂
行
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
周
り
を
明
る
く
出
来
る
カ
ッ
コ
イ
イ
自
衛
官
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。」

と
、
訓
練
で
の
体
験
談
や
今
後
の
目
標
等
に
つ
い
て
話
し
た
。

最
後
に
入
隊
を
考
え
て
い
る
方
々
へ「
時
に
は
厳
し
い
訓
練
も
あ
り
ま
す
が
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
事
の
出
来
る
職
業
で
す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に

自
衛
官
と
し
て
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
入
隊
を
お
持
ち
し
て
お
り

ま
す
。」と
語
り
収
録
を
締
め
く
く
っ
た
。

普通科を紹介

「東北方面総監による初度視察」「東北方面総監による初度視察」

Lady Go!プロジェクトLady Go!プロジェクトを発信を発信

20連隊の威容を示す20連隊の威容を示す

「神町駐屯地見学会」
に協力

「神町駐屯地見学会」
に協力

「「
令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

山
形
県
総
合

山
形
県
総
合

ス
キ
ー
大
会
ジ
ャ
ン
プ
競
技
」

ス
キ
ー
大
会
ジ
ャ
ン
プ
競
技
」

に
協
力

に
協
力

大会の円滑な大会の円滑な
運営に寄与運営に寄与

「ラジオモンスター」出演「ラジオモンスター」出演

リクルータ自己紹介リクルータ自己紹介

コース整備コース整備

急斜面で慎重に作業を行う隊員たち急斜面で慎重に作業を行う隊員たち

気象計測気象計測

記念撮影記念撮影

笑顔で収録笑顔で収録

厳正な儀じょうを実施厳正な儀じょうを実施

広報室長が普通科を紹介
広報室長が普通科を紹介



令
和
３
年
度
12
月
定
期
異
動
に

よ
り
第
４
中
隊　

横
山
３
尉
が
転

出
し
、
冬
季
戦
技
教
育
隊（
真
駒
内
）

へ
異
動
し
た
。

11
月
29
日（
月
）、
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
「
転
出
者
紹
介
行
事
」

が
行
わ
れ
、
転
出
者（
横
山
３
尉
）

が
「
在
隊
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
新
天
地
で
も
頑
張

り
ま
す
。」と
挨
拶
を
し
、
引
き
続

き
万
歳
三
唱
が
実
施
さ
れ
た
。
転

出
者
は
同
僚
た
ち
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
の
中
、
隊
員
の
花
道
に
見

送
ら
れ
20
連
隊
を
後
に
し
た
。11

月
８
日（
月
）か
ら
12
月
３
日

（
金
）ま
で
の
間
、「
令
和
３
年
度
補
助

担
架
養
成
集
合
教
育
」を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
部
隊
に
お
け
る
補
助
担
架

要
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
を
修

得
さ
せ
、
そ
の
職
務
に
必
要
な
資
質
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
部
管

理
中
隊
長（
工
藤
１
尉
）が
担
任
官
と
な

り
、
衛
生
小
隊（
小
隊
長

：

赤
峰
２
尉
）

11
名
が
指
導
部
、
各
中
隊
か
ら
９
名
が
被
教
育
者
と
し
て
参

加
し
、「
解
剖
生
理
」「
救
急
処
置
」「
傷
病
者
輸
送
」「
担
架
班
の
行

動
」に
お
け
る
基
礎
的
事
項
を
学
ん
だ
。

11
月
29
日
、
30
日
に
は
大
高
根
演
習
場
に
お
い
て
総
合
訓
練

が
行
わ
れ
、
積
雪
が
あ
る
困
難
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
被
教

育
者
た
ち
は
教
育
間
に
学
ん
だ
救
護
能
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
補
助

担
架
要
員
の
職
責
及
び
第
一
線
救
護
の
重

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
。

本
教
育
に
参
加
し
た
９
名
は
、
今
後
訓

練
や
演
習
等
に
お
い
て
、
補
助
担
架
要
員

と
し
て
各
中
隊
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

○２等陸佐へ
・第１中隊長　　　野村　貴志
○陸曹長へ
・本部管理中隊　　横田　直樹
・第４中隊　　　　黄木　泰博
・重迫撃砲中隊　　佐藤　俊明
○１等陸曹へ
・本部管理中隊　　原　　　崇
・第１中隊　　　　永田　祐一
○２等陸曹へ
・本部管理中隊　　深瀬　　司

・第３中隊　　　　矢作　菜生
○３等陸曹へ
・本部管理中隊　　白幡　凱斗
・第１中隊　　　　大場　俊輝
・第２中隊　　　　佐藤　拓実
　　　同　　　　　山科　英幸
・第３中隊　　　　佐藤　雄作
・第４中隊　　　　佐藤　春生
　　　同　　　　　鈴木　　健
・重迫撃砲中隊　　垂石　悠真
　　　同　　　　　秋元　謙佑
　　　同　　　　　渡部　秀俊
　　　同　　　　　清水　鈴音

○陸士長へ
・本部管理中隊　　渡部　大智
　　　同　　　　　伊藤　拓翔
　　　同　　　　　原田萌々華
　　　同　　　　　鈴木　美鈴
・第１中隊　　　　小屋　優登
　　　同　　　　　渡辺　汐音
・第２中隊　　　　若山　宗洋
　　　同　　　　　山口　魁斗
　　　同　　　　　市川　貫太
　　　同　　　　　佐藤　巧都
　　　同　　　　　伊藤　陸人
　　　同　　　　　山口　風雅
　　　同　　　　　鈴木　寛明

・第３中隊　　　　武田いずる
　　　同　　　　　鈴木　裕弥
　　　同　　　　　樋渡　唯翔
　　　同　　　　　佐藤　風河
・第４中隊　　　　村山　青空
　　　同　　　　　大場　　蓮
　　　同　　　　　佐藤　瑞輝
　　　同　　　　　中島　慈穏
・重迫撃砲中隊　　齋藤　旺介
　　　同　　　　　五十嵐　樹
　　　同　　　　　橋本　未句
　　　同　　　　　金子　友莉
　　　同　　　　　江口　美咲
　　　同　　　　　上田せいら

○１等陸士へ
・本部管理中隊　　鈴木　智也
　　　同　　　　　梁瀬　和麻
　　　同　　　　　黒沼さくら
　　　同　　　　　阿部　　蘭
　　　同　　　　　高橋　真由
・第１中隊　　　　菊池　竜大
　　　同　　　　　髙橋　優空
　　　同　　　　　佐竹　優斗
　　　同　　　　　吉見　元喜
　　　同　　　　　佐藤　怜耶
　　　同　　　　　笹原ほのか
・第２中隊　　　　土田　奏太
　　　同　　　　　柿崎　寛栄

・第２中隊　　　　千場　莉玖
・第３中隊　　　　荒川　　譲
　　　同　　　　　佐藤　祐輝
　　　同　　　　　阿部　玲虎
　　　同　　　　　海老名美咲
　　　同　　　　　森　　美久
・第４中隊　　　　齋藤　怜司
　　　同　　　　　秀島　遥太
・重迫撃砲中隊　　遠藤　珠華
　　　同　　　　　高橋　美咲
　　　同　　　　　吉田　龍翔
　　　同　　　　　福本さくら

昇任おめでとう !
（令和 4 年１月１日付）

１
名
が
転
出

救
護
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

１
月
11
日（
火
）、
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
「
連
隊

朝
礼
」を
、
営
庭
に
お
い
て
「
令
和
４
年
連
隊
訓
練
始

め
行
事
」を
実
施
し
た
。

連
隊
朝
礼
で
は
、
各
中
隊
を
代
表
し
て
年
男
・
年
女

が
今
年
１
年
の
抱
負
を
元
気
溌
剌
と
発
表
し
た
ほ
か
、

最
先
任
上
級
曹
長
及
び
各
中
隊
長
が
だ
る
ま
の
目
入
れ

を
実
施
し
た
の
ち
、最
後
に
連
隊
長
が
目
入
れ
を
行
い
、

年
頭
の
辞
を
述
べ
た
。

連
隊
長
は
年
頭
の
辞
で「
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

各
人
が
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
を

積
み
重
ね
て
欲
し
い
。
そ
の
小
さ
な
努
力
が
あ
っ
て
大

き
な
成
長
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
健
康
管
理
に

留
意
し
つ
つ
、
統
率
方
針
で
あ
る
『
ひ
と
に
優
し
く
仕

事
に
厳
し
く
』要
望
事
項
『
凡
事
徹
底
』『
唯
一
無
二
』を

念
頭
に
置
き
、今
年
１
年
頑
張
っ
て
い
こ
う
。」と
述
べ
、

連
隊
の
更
な
る
飛
躍
を
祈
願
し
た
。

訓
練
始
め
行
事
は
、
年
始
の
業
務
開
始
に
あ
た
り
、

部
隊
の
士
気
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
自
衛
隊
体
操
及
び
ア
キ
オ
曳
航
リ
レ
ー
を
実
施

し
た
。
自
衛
隊
体
操
で
は
１
月
１
日
付
で
３
等
陸
曹
に

昇
任
し
た
９
名
が
体
操
指
導
者
と
な
り
、
節
度
あ
る
動

作
及
び
統
制
の
と
れ
た
体
操
を
行
っ
た
。

ア
キ
オ
曳
航
リ
レ
ー
で
は
、連
隊
本
部
及
び
各
中
隊
、

そ
れ
ぞ
れ
16
名
の
曳
航
者（
１
コ
グ
ル
ー
プ
４
名
）が

各
中
隊
長（
連
隊
本
部
は
副
連
隊
長
）を
ア
キ
オ
に
乗

せ
た
状
態
で
、
１
０
０
ｍ
の
直
線
コ
ー
ス
２
往
復
を
リ

レ
ー
形
式
で
滑
走
し
、
熱
い
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
。

ま
た
、
報
道
各
社
が
取
材
に
訪
れ
、
取
材
を
受
け
た

第
４
中
隊　

菅
原
佑
太
士
長
は
「
ア
キ
オ
曳
航
リ
レ
ー

で
１
位
を
取
れ
た
の
で
、
こ
の
流
れ
の
ま
ま
気
持
ち
よ

く
１
年
を
過
ご
し
た
い
。
ま
た
今
年
は
ス
キ
ー
の
練
成

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
私
生
活
で
は
新
し
い
趣
味

を
見
つ
け
て
、
更
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い
。」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

訓
練
始
め
行
事
を
終
え
た
隊
員
た
ち
は
、
す
が
す
が

し
い
表
情
で
年
の
始
ま
り
を
実
感
し
つ
つ
、
新
た
な
１

年
を
駆
け
抜
け
る
た
め
の
絶
好
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。ア

キ
オ
曳
航
リ
レ
ー
結
果

第
１
位　

第
４
中
隊

第
２
位　

第
３
中
隊

「
連
隊
朝
礼
及
び

「
連
隊
朝
礼
及
び

令
和
４
年

令
和
４
年
連
隊
訓
練

連
隊
訓
練

始
め
行
事
」を
実
施

始
め
行
事
」を
実
施

だるまの目入れだるまの目入れ

自衛隊体操自衛隊体操

熱い戦いとなったアキオ熱い戦いとなったアキオ
曳航リレー曳航リレー

取材を受けた第４中隊 菅原佑太士長取材を受けた第４中隊 菅原佑太士長

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
発
行
　
発
行
所
／
山
形
県
防
衛
協
会
　
印
刷
／
藤
庄
印
刷
株
式
会
社

・本部管理中隊
・齋藤　忠　准尉
・１月９日付
・東根市在住

・第２中隊
・鈴木　尋　曹長
・１月10日付
・寒河江市在住

永年の勤務、
お疲れ様でした。

定年退官者定年退官者
紹介紹介

2月行事予定

・師団音楽まつり参加

�日（日）

❶日（火）～❻日（日）

・新庄雪まつり協力
❻日（日）～�日（日）

・冬季連隊射撃野営
�日（木）～�日（土）

・天童高原スノーパークフェスタ協力

各種表彰
【令和３年度駐屯地秋の火災予防運動】
（ポスターの部）
・第３中隊　　　士長　　羽角　有生
（標語の部）
・第４中隊　　　１曹　　服部　靖信
「コロナ禍で　慣れて忘れる　火の怖さ」

・本部管理中隊　曹長　　高橋　　剛
「火の始末　消したつもりは　火事の元」

【連隊長褒賞メダル】
（補助担架養成集合教育成績優秀）
・第１中隊　　　士長　　大高　央也
（連隊長伝令下番）
・第１中隊　　　士長　　工藤　柊太

【車両無事故走行5万キロメートルの功績】
○第４級賞詞
・第１中隊　　　准尉　　丹野　優一
・第２中隊　　　２曹　　東海林択真
・第４中隊　　　２曹　　渡部　泰誠
・重迫撃砲中隊　２曹　　髙橋　陽二

【令和3年度後期連隊情報管理検査優秀隊員】
（秘密保全）
・重迫撃砲中隊　３曹　　菅原　浩也
（情報保証）
・重迫撃砲中隊　３曹　　橋浦　貴亮
（個人情報）
・第１中隊　　　２曹　　髙橋　大地
（行政文書管理）
・第４中隊　　　３曹　　横澤　紘太
・重迫撃砲中隊　３曹　　菅原　浩也

【第6偵察隊長より褒賞状】
（令和３年度陸士特技課程「偵察」助教とし
ての功績）
・本部管理中隊　３曹　　原田　友輝

【東北方面総監より褒賞状】
（第10期陸曹中級課程において成績優秀）
・本部管理中隊　２曹　　釼持　　翼

【東北方面混成団長より褒賞状】
（第139期陸曹特技課程「迫撃砲」におい
て成績優秀）
・重迫撃砲中隊　３曹　　秋元　謙佑

【11月警衛勤務優秀らっぱ手】
・本部管理中隊　３曹　　後藤　政樹
（８日・１９日上番）
・第２中隊　　　１士　　鈴木　寛明
（30日上番）

【12月警衛勤務優秀らっぱ手】
・重迫撃砲中隊　１士　　橋本　未句
（２日上番）
・第１中隊　　　３曹　　藤田　　淳
（14日上番）
・本部管理中隊　３曹　　山﨑　将央
（16日上番）
・第１中隊　　　３曹　　武田　　迅
（22日上番）
・重迫撃砲中隊　士長　　山口　莉瑚
（24日上番）

20連隊、20連隊、
新年を迎える新年を迎える

「「
令
和
３
年
度

令
和
３
年
度
補
助
担
架
養
成

補
助
担
架
養
成

集
合
教
育
」を
実
施

集
合
教
育
」を
実
施

「
転
出
者
紹
介
行
事
」を
実
施

「
転
出
者
紹
介
行
事
」を
実
施

連隊長が転出者を紹介連隊長が転出者を紹介

迅速に後送迅速に後送

受傷部位を確認受傷部位を確認


